
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
20
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！

10霧島市議会だより第65号　　令和４年２月号11 霧島市議会だより第65号　　令和４年２月号

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
「
第
６
波
」
に
備

え
た
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
確
保

の
見
通
し
は
ど
う
か
。
３
回

目
接
種
は
、ワ
ク
チ
ン
の
「
交

差
接
種
」の
可
能
性
が
高
い
。

副
反
応
に
備
え
た
対
策
は
ど

う
か
。
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
全
て
の
市
民
を
対
象
に

し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
の
考

え
は
な
い
か
。

答　

医
療
従
事
者
へ
の
３
回

目
接
種
も
始
め
た
。
来
年
３

月
分
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
は
確

保
し
た
。「
交
差
接
種
」
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
中
で

あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
必

要
な
時
に
検
査
で
き
る
体
制

が
必
要
と
考
え
る
。

天
降
川
周
辺
の
豪
雨
災
害
策

の
強
化
を

問　

市
の
雨
水
管
理
総
合
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

２
０
２
２
年
度
か
ら
の
天
降

川
水
系
の
堆
積
土
砂
撤
去
計

画
は
ど
う
か
。
旧
「
鳥
越
つ

ば
き
館
」
を
豪
雨
災
害
時
の

避
難
場
所
と
し
て
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

雨
水
管
理
総
合
計
画
は
、

来
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す

る
。
堆
積
土
砂
は
、
本
年
11

月
ま
で
に
約
１
万
９
千
㎥
撤

去
し
た
。
今
後
も
緊
急
性
の

高
い
箇
所
を
実
施
す
る
。
旧

「
鳥
越
つ
ば
き
館
」
の
避
難
所

活
用
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
下
水
道
料
金
問
題
に

　

つ
い
て

・
交
通
対
策
に
つ
い
て

問
　
ボ
ー
ル
が
球
場
外
に
飛

ん
で
危
険
と
の
声
が
あ
る

が
、
防
球
ネ
ッ
ト
を
高
く
す

る
な
ど
の
対
策
は
で
き
な
い

の
か
。

答　

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
の
後

方
の
芝
広
場
に
注
意
喚
起
の

看
板
を
設
置
し
、
大
学
や
社

会
人
野
球
の
利
用
時
は
、
陸

上
競
技
場
の
外
周
路
を
一
部

利
用
禁
止
に
し
て
い
る
。
球

場
の
外
に
い
る
利
用
者
等
へ

も
注
意
喚
起
を
行
い
、
他
市

町
の
対
策
の
調
査
を
行
う
。

問　

熱
中
症
対
策
の
た
め
、

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
に
屋
根
を

設
置
で
き
な
い
か
。

答　

既
存
の
設
備
に
屋
根
を

後
付
け
す
る
に
は
、
構
築
物

の
強
度
な
ど
、
慎
重
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
な
お
現
在

は
多
く
の
団
体
が
簡
易
テ
ン

ト
を
使
用
し
て
い
る
。

問　

各
種
大
会
を
誘
致
し
、

利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
ナ

イ
タ
ー
を
整
備
で
き
な
い
か
。

答　

整
備
や
維
持
管
理
の
財

源
確
保
、
照
明
に
よ
る
近
隣

住
宅
へ
の
影
響
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
困
難
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
教
育
の
あ
い
さ
つ
指

導
に
つ
い
て

・
霧
島
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
に

つ
い
て

問
　
２
０
２
０
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
で
は
、
基

金
｟
貯
金
｠
は
６
億
２
千
万

円
で
あ
り
、
決
算
額
と
見
込

額
は
15
億
２
千
万
円
の
か
い

離
が
あ
る
。
年
金
生
活
者
の

年
金
額
は
削
減
さ
れ
て
お

り
、
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
国
保
税
の

負
担
も
重
く
、
来
年
度
も
負

担
軽
減
の
た
め
の
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
、
高
齢

者
の
負
担
が
過
大
と
な
ら
な

い
よ
う
給
付
費
等
を
見
込

み
、
基
金
活
用
に
よ
り
持
続

可
能
な
運
営
に
努
め
た
い
。

国
保
税
負
担
は
、
令
和
４
年

１
月
に
県
が
示
す
納
付
金
・

保
険
料
率
等
を
参
考
に
検
討

す
る
。

農
産
物
へ
の
価
格
補
償
と

所
得
補
償
を

問　

農
産
物
を
育
て
る
上

で
、
欠
か
せ
な
い
軽
油
や
重

油
、
肥
料
の
価
格
高
騰
は
経

営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て

い
る
。
持
続
可
能
な
営
農
活

動
支
援
策
と
し
て
、
市
独
自

の
施
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

現
時
点
で
は
農
業
者
へ

の
施
策
は
考
え
て
い
な
い
が
、

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
や
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
コ
ス
ト
削
減

や
作
業
効
率
化
な
ど
、
営
農

活
動
支
援
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

・
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い

　

て

宮
内
　
博 

議
員

川
窪
　
幸
治  

議
員

前
川
原 

正
人  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
関
す
る
情
報

の
周
知
状
況
と
、
配
慮
へ
の

取
組
お
よ
び
、
不
登
校
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
認
識
、
支

援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

情
報
周
知
は
行
っ
て
い

な
い
が
配
慮
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。Ｈ
Ｓ

Ｃ
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る

児
童
生
徒
も
お
り
、
個
別
対

応
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
配
慮
し
適
切
な
支
援
が

行
わ
れ
る
よ
う
学
校
と
連
携

す
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
兆
候
を
見
逃
さ
な
い

包
括
的
支
援
体
制
の
推
進
を

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
お
よ

び
、
き
ょ
う
だ
い
児
の
状
況

把
握
や
支
援
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
か
。

答　

困
り
感
や
負
担
感
な
ど

の
把
握
に
努
め
、
ケ
ー
ス
会

議
に
参
加
す
る
な
ど
、
状
況
・

環
境
等
の
共
通
理
解
を
図
り

対
応
策
を
協
議
し
て
い
る
。

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
り
、
状
況
に
応

じ
た
支
援
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

　

い
て

問
　
市
長
２
期
目
の
中
山
間

地
域
政
策
は
何
か
。

答　

活
性
化
を
推
進
す
る
上

で
は
、
特
に
情
報
格
差
是
正

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
を
進

め
て
き
た
。
今
後
、
そ
れ
ら

の
整
備
に
よ
り
企
業
誘
致
や

移
住
定
住
、
観
光
や
農
業
・

商
工
業
の
地
域
産
業
の
活
性

化
が
更
に
促
進
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
全
庁
横

断
的
に
取
り
組
む
。

霧
島
神
宮
駅
前
の
環
境
整
備

は問　

霧
島
神
宮
駅
は
、
国
宝

に
指
定
さ
れ
る
霧
島
神
宮
の

玄
関
口
で
あ
る
。
駅
前
の
足

湯
に
は
屋
根
が
無
く
、
ま
た

猿
田
彦
命
像
が
紛
失
し
た
ま

ま
で
あ
る
。
駅
前
を
一
体
的

に
再
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答　

国
宝
指
定
に
よ
り
、
駅

の
利
用
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
、
ま
た
移
住
者
等
に
よ
る

新
た
な
出
店
も
あ
る
。
今

後
、
周
辺
整
備
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、
観
光
地
霧
島

の
玄
関
口
、
ま
た
県
の
主
要

な
観
光
地
と
し
て
発
展
へ
の

取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
牧
園
万
膳
地
内
の
新
た
な

　

ご
み
集
積
場
に
つ
い
て

・
生
活
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
度
開
催
の
和

牛
能
力
共
進
会
の
概
要
と
受

け
入
れ
体
制
は
ど
う
か
。
ま

た
、
跡
地
利
用
の
計
画
は
あ

る
か
。

答　

霧
島
市
会
場
で
は
「
種

牛
の
部
」
６
部
門
が
開
催
さ

れ
、
雄
牛
・
雌
牛
の
和
牛
改

良
の
成
果
が
競
わ
れ
、
各
都

道
府
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

に
つ
な
が
る
最
も
重
要
な
大

会
で
あ
る
。
県
と
県
内
の
全

市
町
村
お
よ
び
、
農
協
や
関

係
団
体
に
よ
っ
て
「
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
県
実

行
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ

た
。
来
場
者
を
約
40
万
人
と

見
込
み
、
経
済
効
果
を
高
め

る
た
め
の
取
組
や
観
光
Ｐ
Ｒ

を
検
討
す
る
部
会
を
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
会
場
へ
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
は
、

平
成
30
年
度
よ
り
少
し
ず

つ
、
毎
年
舗
装
補
修
を
実
施

し
て
い
る
。
な
お
、
令
和
５

年
度
へ
延
期
さ
れ
た
特
別
国

民
体
育
大
会
終
了
後
の
跡
地

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

意
見
も
尊
重
し
な
が
ら
、
将

来
に
わ
た
り
市
民
や
観
光
客

に
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る
よ

う
に
検
討
す
る
。

久
保
　
史
睦  

議
員

木
野
田
　
誠  

議
員

前
田
　
幸
一  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

国分球場霧島神宮駅前の足湯

※

Ｈ
Ｓ
Ｃ
（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
）
と
は
、
人
一
倍
繊

細
な
特
性
を
持
つ
子
ど
も
の
こ
と

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本
来
な

ら
大
人
が
担
う
べ
き
家
事
や
家
族
の

介
護
、
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を

行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の

総
称

※※


